
文部科学省
経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援

第4回
同志社大学・早稲田大学
共同SDワークショップ

主 催：同志社大学・早稲田大学

2016年9月22日（木）

同志社大学 室町キャンパス ハーディーホール

12：45（受付開始 12：15）

問合せ：同志社大学 国際課 TEL 075-251-3260 E-MAIL ji-kksai@mail.doshisha.ac.jp

グローバル社会における大学の役割
～大学職員の立場からのアプローチ～

最終年度



第1部 講演会

総合司会：同志社大学 国際課長 松本 由利

12：45
開会の挨拶
同志社大学 副学長・国際連携推進機構長 北川 雅章

13：00～13：50
講演 「大学の国際化とグローバル人材育成（ＳＤの観点から）」
文部科学省高等教育局高等教育企画課 国際企画室長 岩渕 秀樹

第2部 事例報告

事例１ 「事務組織国際化への取り組み」～出島からの脱却～
早稲田大学 人事部長 木村 和夫

事例２ 「グローバル化を契機とした職員の能力向上と期待される役割」
同志社大学 総務部長 西岡 徹

事例３ 「関西学院の果たすべき役割 ～グローバル化？ グローバルか？～」
関西学院大学 東京丸の内キャンパス課長 坂田 穣

14：00～15：30

略歴

1997年 東京工業大学理工学研究科修士課程修了
1997年 総理府科学技術庁（現文部科学省）入庁
2004年 南デンマーク大学経営学修士課程修了（cand.merc）
2007年 外務省在韓国日本大使館一等書記官
2013年 文部科学省研究振興局基礎研究推進室長
2015年 内閣府特命担当大臣秘書官
2016年 文部科学省高等教育局国際企画室長



第3部 パネルディスカッション

第4部 レセプション（交流会）

17：30～19:00
主催者からの挨拶・乾杯
早稲田大学 国際部 事務部長 戸枝 久郎
同志社大学 国際連携推進機構 事務部長 松浦 佳身

15:50～16：50
パネルディスカッション
コーディネーター
京都大学 企画・情報部企画課長 兼 総長特命補佐（国際戦略） 佐藤 邦明

質疑応答

閉会の挨拶
早稲田大学 国際担当理事 森田 典正

略歴

1995年秋田県庁に行政職として入庁。
県庁在職中、国際教養大学の設置準備・運営に計6年間従事。
2009年から文部科学省に転籍。高等教育局大学振興課専門職、係長を経て、

高等教育企画課国際企画専門官として４年間、スーパーグローバル大学創成支
援やグローバル人材育成、世界展開力強化事業、Go Global Japan Expoなど

各種事業の企画・立案やジョイント・ディグリー制度の実現等、大学の国際化推進
施策を担当。
2015年から京都大学企画・情報部企画課長、
2016年4月から国際戦略に係る総長特命補佐を兼務。
米国ミネソタ州立大学卒、東京大学教育学研究科博士前期課程修了。

～Coffee Break～



ご挨拶

この度は、第４回同志社大学・早稲田大学共同SDワークショップにご参加いただきありがとうござ
います。

本ワークショップは、2013年度から文部科学省補助事業「経済社会の発展を牽引するグローバル
人材育成支援（Go Global Japan）」の一環として、学生の留学を促進するための環境整備や語学運

用能力向上という事業の大きな課題に対して、各大学の具体的取組を紹介し問題解決の糸口を見
つけることを目的に、同志社大学・早稲田大学が共同で開催してきたものです。

それぞれの大学は、個々の取組を推進していくためにこれまで経験したことのない挑戦を続けて
おりますが、具体化をする現場には日々新たな問題に直面している現実があります。試行錯誤の過
程で明らかになった問題点と培われた知識・ノウハウは、本ワークショップにおいて事例として紹介
し、有意義な情報共有の場としてまいりました。また同時に、グローバル化を推し進める大学が協働
して問題の解決に取組むためのネットワーク構築の場としてもワークショップは活用いただけている
と考えております。

事業の最終年度に開催する今回のワークショップは、大学のグローバル化推進の牽引役となる職
員の育成に焦点をあてております。今後ますますグローバル化するキャンパスの中で職員が担うべ
き役割や求められる資質について共に考え、皆さまの大学における、グローバルな職員の育成、さ
らには大学のグローバル化の一助となることを期待しております。

最後になりますが、発表にご協力いただきました関係者の皆さまにお礼申し上げます。

同志社大学国際連携推進機構
事務部長 松浦佳身


